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家 兎 二 於 ケ ル 實 瞼 的 肺 結 核 ノX線 的 及 ビ病 理 的 所

見 ノ比 較

HughE.Burke:ACompari.sonofther6ntgenolo・

gica}alldpathologicalFindingsinexperimental

pulmonaryTuberculosisinRabitts

肺 結 核 ノ病 理 二大 キ ナ影 響 ヲ及 ボ ス モ ノ ハ 感 染 ノ期

間 ト細 菌 数 トデ アル 。 此 黙 ヲ詳 細 二 究 明 ス ル 目的 ノ

下 二家 兎 二就 テ氣 管 内 二弧毒 ノ人 型結 核 菌1mgヲ 浮

游 液bシ テ注 射 ヅ、連 簸 的 二X線 鳥 眞 ヲ撮 リ、 且 剖 槍

二際 ンテ ハ常 二肺 臓 ヲ膨 脹 セ シ メ テ、臓 器 ・ミ ノX線

爲 眞 ヲ撮 ツテ封 照 シ タ。

先 ヅ初 感 染 結 核 二就 テ ノ成 績 ヲ 違 ベ テ居 ル。 實 験 ・・

67頭 ヲ用 ヒ、其 内14頭 二於 テ ・・右 側 ヲ下 ニ ンテ其 側

二病 竈 ヲ形 戊 セ シ メソ ト試 ミタ が、夫等 ノ1/3二 於 テ

ノミ右 側 二限 局 セ シメ 得 タニ過 ギナ カ ツ タ 。 之 二反

シテ左 側 ヲ下 ニ シテ其 側 二病 竈 ヲ形 成 セ シ メ ル 事 ノ・

毎 常成 功 シタ。

特 異 ナ鮎 ハ何 レモー 般 状 態 が正 常 家 兎 ト異 ラ ズ、登 熱

モ無 カ ツタ事 デ 了ル。

胸部X線 罵 眞 デ異 常 陰 杉 が初 メ テ 顯 レ・ル ノ・・概 ネ第
の

10日 ト第17日 ノ間 デァル ガ、若 シ肺臓 ヲ別 出 シテX

線罵眞 トス レ バモ ツ ト早 ク陰影 ヲ登見ス ル事 が可能

デ、大抵第6日 カラ第8日 目ニ ハ之 ヲ認 メル事 ガ出來

ル。時 ニハ早 クモ第2日 二既 二 陰影 ヲ詮明 シタモ ノ

モアル が、之 ・・非特異性 ノ肺炎 ト大 キナ氣管側淋 巴腺

トニヨルモ ノデ アツタ。非 特異性肺炎 一於 テ ノ・通常

小数 ノ氣 管枝肺胞 が 侵サv、2-3日 ノ内二消失 ン始

メル。第8日 ノモ ノデ ハ胸部X線 像 デ攣化 ヲ認 メ得 ズ

別 出肺臓X線 像 デノ・肺 炎 ノ中心 ト数 個 ノ大 キナ氣管

側淋巴腺腫 トヲ見 ル。最初 二胸部X線 像 デ異 常陰影 が

現vル/・ ・第10日 カラ第17日 ノ間デ ア ル が、 陰影

ハ濃度均等 ニ シテ形 ノ・不整 デアル。此時別 出肺 臓 デ

ハ陰 影 ノ位 置蛇二形 が一層明 二見 工、剖検 ニ ヨル ト肺

臓 内二・・孤 立性 蚊 ビニ集合性 ノ結節 が認 メ ラ レル。

第12日 ノ或 ル者 二始 メテ淋 巴腺内 ノ壊疽 ヲ認 メ、肺

臓 内デハ之 ヲ第17日 ノモ ノニ始 メ テ登見 ヅタ。

胸部X線 像 二於 ケル陰影 ・・漸 次共大 サ ヲ塘 ン1ケ 月

ノ終 ニハ最大bナ7v 。f93--7週 ノ胸部X線 像 ノ・殆 ド

等 シク、乾酪化 セル焦黙 ニ ヨツ テ斑 鮎状 ニナツテ居ル

別 出肺臓X線 像 デハー一暦明 二認 メ ラ レ・ル。 剖槍亦之

ヲ裏 書スル。

第1月 ノ終 カラ第3月 ニ カケ テ胸部X線 像、別 出肺臓

X線 像共 二何 レ・モ病憂 ガ退行 シ始メル。但X線 像 ノ ミ

デハ第12日 ノモ ノb必 ズシモ明 カニ匠別 シ得ナ イ位

デ ァル が、顯微鏡的 ニノ・全 ク異 ツタ像 ヲ呈 シテ居ル ノ

デ アル。 帥第1月 ノ終 二殺 シタ モ ノ デ ・・繊維性或 ・・

繊維性 乾酪性結節 ヨリ成 リ、第12日 二殺 シタモ ノノ・

最 初 ノ未登 育 ノ結節 ガ圭 ト成 ツテ居 ル。第3月 二撮

ツタ胸部X線 爲 眞デ ハ明 ナ ル病 的攣 化 ヲ認 メ得 ナイ

事 が屡 くアル。而 シ斯 カル場合 ニモ普通 ・・別出肺臓 ノ

X線 鳥 眞及 ビ肉眼的 二 ・・病竈 ノ存在 ヲ認 メ得 ル モ ノ

デ アル。

第3月 以後 ニナル ト、胸部X線 爲 眞デ ハ大抵病 的墜化

ヲ認 メ得 ナ イ。別 出肺臓X線 爲 眞 デ ス ラ辛 ウ ジテ病

的攣化 ヲ推察 スルニ止ル事 モア リ、叉 全 ク認 メ得 ナ イ

事 モ アル。 シカモ此際肺臓 二 ・・病 竈 ・・爾存在 シテ 居

ル ノデアル「。

第6月 以後 ニナル ト、剖検上 ニモ病 竈 ヲ登見 シ得 ナ イ

モ ノガ12頭 中二7頭 モアル。但肺臓 二・・X線 的 二攣

化無 キモ乾酪化 セル氣管側淋 巴腺、肺臓、脾臓 ノ・粟粒

結核、轟襟 突起 ノ結核性攣化 ヲ認 メ タモ ノモアル。

第3年 カラ第4年 二殺 シタ モ ノデ ハ石灰化 セル結 節

繊維性乾酪性病 竈、 空洞、異常氣 管枝 及 ビ代償性肺 氣

腫 ヲ見 ル。
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胸部X線 鳥 眞デ空洞 ヲ認 メタ モ ノ・・極少数 デ ア リ、剖

検 二於 テモ亦稀 ニ シカ蛋 見サ レナカツタ.シ カモ1ヶ

月以内 ニノ・X線 的ニモ剖検 的 ニ モ 全 〃空洞 ヲ見 出 シ

得 ナ カツタ。叉何 レモ氣管側線 ・・大 キ クナ リ、或 モ ノ

ハ乾酪性 中心 ヲ持 ツテ・・居ル が、石灰 化 ハ何 レモ認 メ

ナ カツタ。 以上 ノ結果 ・・全 ク小 見結核 二類似 セル経

過 ヲ示スモ ノデ アノレ。

第 ニ ノ再 感染結核 二就 イテ ノ・成人結核 二比 スベキ再

感 染 ヲ氣管 内注射 ニヨツテ惹起 セシメ タ モ ノニ就 テ

報告 ジテ居ル。 即初感染 トシ テ無毒結核菌浮游液 ヲ

鼠瞑部 二注射 シ、3週 間 ヲ経 テ有毒結核菌 ヲ氣 管内二

注射 シタ ノデア〃。

初感染結 核 ノ場 合b異 ル鮎 ノ・第一 二初/1-2週 間食

思減退、蚕熱 ヲ見 ノレ事 デアル。第ニ ニハ胸部X線 爲眞

上 二異常 陰影 ノ現 レル時期 が遙 二 早 イ事 デ アル。 郎

チ第1日 ノ終 二既 二均等濃度 ノ陰影 ヲ見 ル。剖検 デ

ハ赤 色肝攣 ノ状 態 ニアル結 核性肺炎 一 因〃 モ ノデア

ル。第2日 ニナツテモX線 的 ニノ・攣 リノ・無 イ ガ、此

際 既 二剖 検 デ ・・灰 色肝 攣状態 ニ ア ル。第4日 第8日

ノモ ノモ亦X線 的 ニノ・以前 同標 デ・・アル が、既 二前者

ハ中心部 二貧血性壊疽 ヲ惹起 ジテ居 リ、後者・・肉眼的

ニモ見得ノレ乾酪性 中心部 ヲ持 テル 灰 色凝結 ヲ呈 シテ

居〃。第2週 二入 ル トー般 二異常陰影 ガ大 キサ ヲ壇

シテ略 く最大 二達 ス。

初 感染結核 ト異 ル第三 ノ黙 ・・空洞形成 ガ屡 ζ見 ラ レ

〃事 デア〃。 即チ第2週 以後 二殺 シタ家 兎29頭 ノ中

7頭 二空洞 ヲ螢見 ジタ。滲 出性肋膜 炎、粟粒性播種、

空洞 形成 ノ・何 レモ第2週 二現 レノレ。 但空洞形成 ノ・胸

部X線 鳥眞上 二・・蛮見 サvズ ニ 別出肺臓X線 鳥 眞上

二初 メテ螢見 サ レワレモ ノモ ァノレ。

次 二空洞等 ノ合併症 ヲ件 ノ・ナ カ ツ タモ ノニ就 テ見ル

ニ第3週 ノモ ノノ・胸部X線 罵眞上デ ノ・第2週 ノ モ ノ

ト除 リ攣 リハ無 イガ、剖 槍上既 二治癒 ノ徴 ヲ現 ス。 即

チ肺炎 ノ乾酪性 中心ノ・「ブイ ブ ロ プ ラステ ソ」及 ビ淋

巴細胞 二 浸潤 サ レタ繊維性組織 ニヨ リテ園 マ レテ居

〃。印 チ組織化 ノ徴 ヲ示 ス。第2月 二入 ル ト胸部X線

爲 眞上 ノ陰影 ノ・共大 サ ヲ減 ジ始 メ、剖 槍的 ニモ組織化

及 ぜ消散 ニ ヨノレ治癒 ノ傾 向 ヲ見 〃。

帥 チ治癒 ノ早 キモ亦初感染結核 ト異 ナル鮎 デアル。胸

部X線 窺眞 ヨ リ・ノ・別 出肺臓X線 罵 眞 ノ方 ガ病 的攣化

ヲ詳細 二示ス事、叉後 者 ヲ以 テ シテモ必 ズ シモ剖検 上

ノ所見 ヲ豫 知 シ得 ヌ事等 ・・第一次結核 ノ場合 ト同標

録 【第15巻

デ ア ル。 叉 進 行 性病 竈 ト退 行 性病 竈bがX線 的 二等

シ イ像 ヲ呈 ス ル事 モ 同標 デ ア ル 。X線 的 二 初 感 染 結

核 ト再 感 染 結 核 トデ 辮別 ス ル 事 ノ・不 可 能 デ ア〃 。

最 後 二上述 ノ1實験 的 再 感 染 結 核 ト臨 脈 的 ノ成 人結 核

ノ間 二大 二類 似 セ ル モ ノ ・アル 瓢 ヲ指 摘 シテ居 ル。

(字 多 野 内藤 抄)

不 定 型 的 抗 酸性 微 生 物

III.人 彊 ヨ リノ色 素 階 性 抗 酸性 菌

MaxPinner:Atypicalacid・fastMicroorganisms.

III.Chromogenicacid・fastBazillifromHumanBe.

1ngS・

種 々 ノ人 饅 材 料 ヨ リ結 核 菌 ヲ 分 離 ス ベ 〃植 エタ 培 養

基 中 二現 レ ル 色 素 髄 性 抗酸 菌 ・・相 當 多 撒 二見 出 サ レ

テ居 ル ガ、 著 者 ハ原 材料 ヲ異 ニ ス ル15菌 株 二就 テ細

菌 學 的 及 ビ病 理 解 剖 學 的 研 究 ヲ試 ミ タ ノ デ アル 。何

レモ抗 酸 性 、 「グ ラ ム」陽 性 デ 自動 性 無 ク 胞 子 形 成 ヲ

見 ナ イ。鶏 卵 及 ビ馬 鈴 薯 培 養 基 二最 モ良 ク登 育 ス ル 。

「コ ロニ ー」ノ・牛球 形 表 面 平 滑 ニ シ テ 光 澤 ア 砦 色 ・・

黄 褐 色 デ ァル 。

海狸 、家 兎及 ピ鶏 二於 ケ ル接 種 實験 デ … 一定 ノ病 竈 ヲ

作 ル が、良 性 ニ シ テ 自然 治 癒 ヲ螢 ミ結 核 ノ所 見 トハ明

二匠 別 サ レル。 初 感 染 ト再 感 染 ト ノ剖 検 所 見 ノ差 ハ

量 的 デ ア ツ テ質 的 デ 無 イ。種 々 ノ菌 株 二感 染 セル 海猿

ノ・「ッ ベル ク リソ」及 ビ 同 族 菌 株 ノ培 養 濾 過 液 ニー 定

ノ反 慮 ヲ呈 ス ノγ。 菌 株 ニ ヨ リ毒 力 二差 ・・ア〃 が、動 物

通 過 二 由 ル毒 性 上 昇 ハ認 メ ラ レズ、腐 敗 性 細 菌 ト考 ヘ

ラ レル。 但 或 者 二動 物 蓮 過 二 由 リ其 惹 起 ス ル病 理 組

織 學 的所 見 が人留 結 核 ノ 夫 ト非 常 ニ ョ ク 似 タ モ ノニ

ナル 事 ヲ認 メ タ ガ、此 鮎 ニノ・未 ダ疑 聞 ノ絵 地 ガ アル。

(宇 多 野 内藤 抄)'

不 定 型 的 抗 酸 性 微 生 物

IV.三F滑 二生 育 ス ル 結 楼 菌

MaxPinner:Atypicalacid・fastMicroorganisms.

IV.Smouth.GrowingTubercleBacilli.

此 庭 二 亭 滑(Smouth)ト ノ・「コ ロニ ー一・・」ノ形 態 學 的 ノ ミ

ノ意 味 二用 ビ ラvテ 居 ル ノデ、Petroffノ 講 ・・タ意味

二於 テデ ・・ナ イ。 著 者 ノ・3個 ノ 人 髄 材 料 及 偶 然 ノ艀

卵 器 過 熱 二遭 遇 セル 菌 株1個 ヨ リ次 二述 ベル 様 ナ菌 株

ヲ得 タ。 帥 チ是 等 ノ・抗 酸 性 、「グ ラ ム」陽 性 、 自動 性無

〃 、胞 子 ヲ形 成 セ ズ。,「コ ロニ ー」ノ・大 ナ リ小 ナ リ牛球

形 、 純 白或 ・・「ク リー ム」色 、全 ク卒 滑 ニ シテ輝 イテ居

ノv。硬 度 ン・「ク リー ム、チ ー ズJ檬 デ時 二粘 著 性 が アIv
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其病 原 性 ノ・前編 ノ菌 株 二 等 ジ イ。 動 物 通 過 ニ ヨ リ定

型 的人 型結 核 菌 トナ リ得 ル 。 著 者 ハ 是 等 ヲ人 型 結 核

菌 ノ愛 形 ト考 ヘ テ居 ル。(宇 多 野 内藤 抄)

結 核 空 洞 内 ノ胞 子 形 成 娠 氣 性 細 菌

FrancisCFarago:TheSpore.BearingAnaerofic

BacterialF【oraofTuberculousCavities.

30人 ノ結 核 患 者 ノ空 洞 ヨ リ死 後2-3時 間 以 内 二嫌 氣

性 細 菌 ヲ培養 ジ タ所 各 種 ノ病 原 性 或 ハ 非 病 原 性嫌 氣

性 細 菌 ヲ見 出 シ タ カ●、 就 中B.Welcha・ ・100%二 謹

明 サ レタ。 〃 テ得 タB.Welchtiノ 菌株 ノ42%ノ ・

病 原性 ヲ有 ンテ居 タ。 以上 ノ 結 果 ノ・腸 内 二於 ケル 成

績 二等 シイ ケ レ ドモ、 死 後2--3時 間 以 内 ノ培 養 デ ア

ル事 、 及 ビ結 核 患 者喀 疾 中10%二 詮 明 ンタ事 等 ヨ リ

死 後 ノ爽 雑 物 ニ ヨル トハ考 ヘ ラ レナ イ ト言 ツ テ居 ル 。

(宇 多 野 内 藤 抄)

「ベ リ リウム 」ノ生 物 學的 作 用

RussellN.LoomisandEmilBoger:TheBiological

EffectsofBeryllinm.

多 撒 ノ無 機 元 素 ノ實 験 的結 核 二及 ボ ス 影 響 二 就 テ ノ

廣 汎 ナ ル研 究 ノ途 中 二於 テ、「ベ リ リウ ム」ガ結 核 ノ曇

展 ヲ促 進 ス ル作 用 ヲ有 ス ル 事 ヲ見 出 ン タ ノ デ アル.

海 猿 二於 ケ ル 以 上 ノ作 用 ・・有 毒 人 型 結 核 菌 ノ投 與 量

或 ノ・投 與 方 法 二關 係 セ ズ、剖 検 ノ時 期 ニ モ無 關 係 デ ア

ル。 但 「ベ リ リ ウム」ノ、繰 返 シ テ 注 射 セ ル 場 合 ニ ノ ミ

上 述 ノ影 響 ヲ及 ボ ス。 試 験 管 内 デ ・・結 核 菌 ノ登 育 二

i封ジテ何 等 ノ影 響 モ無1。 家 兎 ノ實 験 的結 核 二 於 テ

ノ・1ベ リ リ ウ ム」二以 上 ノ作 用 ・・認 メ ラVナ イ。

「タ リ リ ウ ム」ヲ與 ヘ ラ レタ結 核 海猿 ノ 皮 膚 反 慮 ノ・其 ・

現1ノノレ時 期 ニ ノ、攣 化 ヲ認 メ ナ イガ、反 旛 が強 ク、 淋 巴

腺 腫 脹 モ著 ン〃、留 重 減 少 モ甚 シイ。 臨 基 性 盤 酸 塵 、

硝 酸 盤 、酒 石 酸 璽 及 ビ乳 酸 盤 ・・何 レモ同様 ノ数 果 ヲ有

ツ が、 絢 激 酸 盤 及 ビ 非 溶 解 性 炭 酸 盤 浮 游 液 ノ・何 ノ作

用 モ無 イ。 之 ・・「イナ ソ」化 ノ有 、無或 ・・程 度 ニ ヨル ト

考 ヘ ラル。(宇 多 野 内藤 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.㎜INo.5e(1936)

卒 業 前 ノ學 生 二封 ス ル結 核 二就 テ ノ教 授

T.A.Miller:TheundergraduateTeachingof

Tuberculosis.

著 者 ハ卒 業 前 ノ署 科 ノ學 生 ニ トッ テ、結 核 療 養 所 二於

ケ ル数 週 ノ教 授 ガ甚 ダ必 要 デ アル事 ヲ強 調 シ、其理 由

且 理 想 ト シテ次 ノ諸 鮎 ヲ塁 ゲ テ居 ル 。

1.肺 結 核 ・・理 學 的 所 見 二止 ラ ズ、X線 爲 眞 二依 ツ テ

初 メ テ早 期 診 噺 が可 能 デ アル カ ラ、學 生 ノ・之 ヲ充 分 會

得 ジナケ レバ ナ ラナ イ。

2.肺 結 核 ・・千 攣i萬化 ノ経 過 ヲ トル モ ノデ アル カ ラ、

連績 的X線 診 断 二依 テ ノ ミ共 ノ全 貌 ヲ 學 ブ事 が出事

ノレ。

3.學 生 ノ・急 性疾患 ヨリモ寧 口慢性疾患 二依 テー 暦署

者 トジテ鍛 ヘ ラレノγ。

4.結 核 二精通 セル職 員が必要 デアノv。望 ム ラクハ蕾

二結核 二止 ラズ、一般 署學 ニモ廣 汎 ナル基礎的経験 ヲ

持 テル者ナ レバー 層結構 デアル。

5;胸 部慢性疾 患例 ヘバ肺氣腫、肺 硬化症(Pulmonary

fibrosis)氣管枝櫨 張症、肺膿 瘍、 蓮肺、及悪性疾 患 ノ

智識殊 二結核 トノ鑑別診断 ノ熟練 が必要 デアル。

6.偶 蛮的一般 署學 ノ修得 ガ出來ル。

7.外 來患者 二就 テ ノ敏 授、結核豫 防二就 テ ノ敏育 が

出來 ル 。

8.馨 者 二・・科 學 的 署學 以 外 ニー 種 ノartガ 必 要 デ ア

ル 。 慢 性 疾 患 ノ塵 置 ・・此/artノ 會 得 二役 立 ソ。 殊 二

心 理 學 者 ト精 紳 病 學 者 ト が 此 敏 育 二共 同 二携 ツ テ欲

シイ モ ノデ アノレ◎

9.病 理 學 ノ敏 授 ガ必 要 デ アル。 殊 二動 的 二結 核 ノ登

展 ガ學 バ レナ ケ レバ ナ ラナ イ。

10.小 見結 核 ノ研 究 及 ビ 理 解 が必 要 ナ 事 ノ・言 フ迄 モ

ナ イ。

11.最 近 登 達 セ ル外 科 的療 法 ノ修 得 モ大 切 デ アル 。

終 二著 者 ノ病 院(BellevueHospita1,NewYork)二 於 ・

ケ ル 學 生 教 育 ノ方 法 ヲ述 ベ テ居 ル 。

(宇 多 野 内 藤 抄)

心 筋 ノ結 核 惹 起

H.HomandO.Saphir:TheInvolvementofthe

MyocardiuminTuberculosis.

心 筋 ノ結 核 ・・稀 ナ モ ノデ 、1964年/Maurocordat以

來 寒1902年 迄 二72例 ・y力無1トAnders・ ・言 ツ テ居

ノレo

心筋結核 ノ病 理學的分類 トシテ、從來1)穎 粒性結

核、2)粟 粒 性結核、3)禰 蔓性渡潤、4)慢 性 間質性

結核 性心 筋炎 ノ四型 ガ基 ゲラ レテ居 ルが、著者 ノ考 デ
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ハ第 一 第 ニ ノ型 ・・問 題 ・・無 イ ガ、第 三 型 ト明言 シ得 ル

ハ組 織 學 的攣 化 ガ結 核 性 特 徴 ヲ具 ヘ テ居 ル カ、結 核 菌

ガ海 狸 接 種 、或 ・・顯 微 鏡 的槍 査 ニ ヨ リ謹 明 サ1/タ 場 合

二限 ラ レル。 サ モ ナ ケ レバ此 型 ・・所 謂Speci6cprodi

uctivemyocarditis(Saltykow,Gierke)ト 鑑 別 シ ヨ ウ が

無 イ カ ラデ アル。 同 檬 ノ 理 由 カ ラ結 核 デ死 亡 シタ 者

ノ心 臓 二結 締 織 性 心筋 損 傷 が アツ タ トテ、結 核 性 ノ原

因 二因 ノレモ ノ ダ ト ・・噺 定 シ難 イ。 故 二第 四型 ノ慢 性

間 質 性 結 核 性 心 筋 炎 ナ ル 名 爲 ・・棄 テ タ 方 が ヨ イ ト言

ヅ テ居 ル。

次 二著 者 ノ・心筋 ノ 粟 粒 結 核/3例 ヲ 報 告 ジテ 居 ル9

其 ノ・中 ノ1例 ・・聚 合 結 節 デ ア ル。 是 等3例 ・・何vモ

小 見 デ アル が、女 獄 ノ上 デ モ亦 心 筋 ノ粟 粒 結 核 ノ大 部

分 が小 見 ニ オ コル 事 ガ 明 一 サ レ テ居 ル。 之 ・・粟 粒 結

核 デ 死 亡 セ ル若 年 者 ノ心臓 二 粟 粒 結 節 ヲ 獲見 サ レ易

イ ノノ・比 較 的腐 イ部 分 ガ組織 學 的 二 検 査 サ レ ル爲 デ

アル 事 ヲ物 語 ル モ ノデ アル ト著 者 ・・考 ヘ テ居 ル 。

(宇 多 野 内藤 抄)

大 葉 性 肺 炎治 療 トシ テ ノ人 工 氣 胸

T.KleinandV.L.Tuck:ArtificialPneumothorax

intheTreatmentofLobarPneumonia.

大 葉 性 肺 炎 ノ治 療 二人 工 氣 胸 法 ヲ鷹 用 シタ ノ・・1921

年Friedman二 始 ル。 其 後 数 氏 ノ追 試 力●アル カ'1934

年LiebermanandLeoPold・ ・實 験 面勺根 篠 ヨ リ此 方法

ノ優 秀 ナル ヲ承 認 ン タ。 著 者 ノ臨 林 的 實験 例 ・・43例

二及 ソデ居 ル が、 其結 論 ・・次 ノ様 デ アル。

1)片 側 ノ大 葉 性 肺 炎 ノ人 工氣 胸 療 法 ・・肋 膜 痛 ヲ除 去

シ、 「チ ァ ノー ゼ」及 血 液 中毒 ヲ:輕減 ス ル ニ 卓数 が ア

ノレ。

2)全 髄/44.2%ノ ・分 利 ノ時 期 ヲ早 メ ラ レ・タ。-

3)他 ノ療 法 二依 ツテ 庭 置 シタ患 者 群 二比 シテ死 亡 率

ガ低 イ(即 チ41.5%二 比 ・yテ25・6%)。

(宇 多 野 内藤 抄)

結 核 菌 血 症

H.J.CopperandC.B.Vida1:Tuberculous

Badllaemia.

著 者 ハ感 染 動 物 二於 ケ ル 結 核 菌 血 症 ノ意 義 ヲ'決定 シ、

結 核 菌 ノ特 定 ノ動 物 二封 ス ル毒 性 が 流 血 中 ノ菌 ノ耐

久 カ ニ何 等 カ ノ役 目 ヲ演 ズ ル ヤ否 ヤ ヲ 明 ニセ ソ ト シ

テ 本 實 験 ヲ企 テ タ ノ デ アル 。 即毒 性 ヲ有 ス ル 人 型 牛

型 及 鳥 型 結 核 菌 ノ 浮 游 液 ヲ豚 鼠 家兎 鶴 及犬 ノ静 脈 内

二注 射 スrV)、0.001或 ノ・0・000001mgm・ ノ菌 量 デ ノ・

録 【第15巻

全 男 ノ進 行 性 結 核 ヲ惹 起 ス ル ニ關 ラズ、速 二流 血 中 ヨ

リ消 失 ス ル。 叉 大 量(1mgr)ヲ 注 射 スVバ 動 物 ガ魯遽

二 弊 死 ス ノγ迄 流 血 中 ニ ノ・残 ル ガ、流 血 中 デ塘殖 ス ル ト

考 ヘ ラ レル 根 擦 ハ少 ジ モ無 イ。 同 ジ1mgrヲ 用 ヒテ

e登 病 性 無 キ菌 種 封 動 物 ノ 場 合 ハ 流 血 中 二1週 間位

ノ・存 在 シ、 共 ノ後 消 失 ス ル 。

大 量 注 射 後 流 血 中 、結 核 菌 耐 久 力 二關 シテ各 動物 間 ニ

ー 定 ノZF行 關 係 ヲ認 メ得 ル モ、静 脈 内 菌 注 射 二i封ス ノγ

各 動 物 ノ感 受性 ニノ・著 明 ナル 差 違 ヲ認 ム。

本 實験 及 幾 多 ノ臨 脈 的 観 察 ヨ リ見 レバ、結 核 ハ 必 ズ シ

モ菌 血 症(流 血 中デ結 核 菌 ガ耐 久 力 ヲ持 チ、 或 ・・塘 殖

ス ル ト言 フ意 味 二於 ケ ル 菌 皿 症)デ ハ 無 イ。 結 核 菌 ノ・

稀 二末 期 ノ状 態 二於 テ或 ・・偶 然 ノ「エ ン ボ リー」二於

テ流 血 中 二獲 見 サ レル ニ過 ギ ナ イ。

(宇 多 野 内藤 抄)

熱 蛇 二 「フ ォル マ リソ」ヲ以 テ 殺 シ タ結 核 菌 ヲ以 テ

セ ル豚 鼠 ノ冤 疫

A.BrauchandJ.F.Fnders

諸 家 ノ研 究 二依 ツ テ、熱 並 二 「フォル マ リソ」 ヲ以 テ殺

シ タ結 核 菌 ノ 「フ 〃 チ ソ」がBCG二 劣 ラ ヌ数 力 ヲ持 ツ

事 が立 詮 サ レ・テ居 ル ガ、 一 方RichandMcCordock.

MyersandHarrington等 ノ・結 核 ノ「アvル ギ ー ノ・結

核 菌 侵 入 二封 ジ防禦 的 役 目 ヲ演 ジル モ ノ ニ非 ズ、反封

二 不 利 盆 ナ要 素 トナ ル ト考 ヘ テ居 ル。

著 者 ノ實 験 デ ノ・食 唖 水1cq二 就 テ5mgm.ヲ 含2・浮

游 液 ヲ.650C二4時 間 威 理 セ ル 「ワ クチ ン」及0.25%/

巳フ
ォル マ リ ソ」 ヲ上 述 ノ浮 游 液 二 加 ヘ テ 室 海 デ少 ク

bモ1週 筒放 置 セ ジ 「ワ ク チ ソ」ヲ用 ヒ、投 與 ノ方 法 ハ

0.5cc.宛3同 、 熱 ニ ヨル 「ワク チ ソ」・・筋 肉 内 、 腹 膜腔

内 、 及 静 脈 内 二注 入 ジ、 「フォル マ リソ」 ニ ヲル 「ワ 〃

チ ソ」ハ筋 肉 内 二注 射 シ タ。

共結 果 熱 ニ ゴ リ殺 サ レ タ結 核 菌 ハ 豚 鼠 二於 テ、 豫 防

「ワ 〃 チ ソ」ト ンテ有 数 デ アル 事 が明 トナ リ
、且 筋 肉 内

注 射 が最 モ能 卒 が良 イ 事 モ謹 明 サ レ タ。 「フォル マ リ

ソ」ニ ヨル 「ワク チ1Jハ 其 ノ 数 力 が少 ・y劣 ル 檬 デ ア

ル 。

伺 「ツ ベ ル ク リソ」ノ皮 膚 反 慮 ニ ヨ ツ テ検 査 シ タ 「ア レ

ル ギ ー-Jノ 程 度 ト免 疫 ノ強 サbノ 間 ニ ノ・何 等 ノ關係 ヲ

モ 見 出 シ得 ナ ヵ ツ タ。

(宇 多 野 内藤 抄)
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小 見 二於 ケ ル非 結 核 性 肺 疾 患

W.Nissler,J.SokoloffandL.Cohen:Nontubercul・

louspulmonaryDiseasesimulatingtuberculosisin

children.

小 見 二於 ケ ル 潜 伏 結 核或 ハ 初 期結 核 ノ診 断 ・・主 ト シ

テX線 ト「ツ ベノレク リ ソ」試 験 トニ ヨ リ テ ナ サ レテ居

ル 。Opie,Hethering,Blocklock及 ビGohn其 他 ニ

ョ レバ 「)ソベル ク リソ」反 慮 ノ確 實 性 ・・剖 検 ニ ゴル結

核性 攣 化 ノ所 見 ト殆 ド同様 ナ 意 義 ヲ有 ス ル ト言 フ。

然 ジ著 者 ノ・此 訊 二 疑 ヲ與 へ得 ル3例 ・結 核 二似 テ結

核 二非 ザ ル肺 疾 患 ノ症 例 ヲ報 告 シ テ 居 ル。 其1例 二

就 イテ言 ヘ バ健 康 ナ リ シ少 女 が急 二 肺 炎 症 状 ヲ呈 シ

高熱 ヲ獲 シ漁 咳 ヲ登 シ次 イデ 乾 咳 トナ リ、右 上 葉 二濁

音 ヲ呈 シテ 中等 大 ノ水 泡 音 ヲ有 シ タ リ シ者 が籔 週 間

ノ病 院 生 活 ノ後 二 結 核 診 療 所 ニ テX線 槍 査 ノ後廣 汎

ナル 右 上 方 ノ結 核 性 疾 患 ト診 断 セ ラ レ タ リ。 然 レ ド

モ喀 疾 ノ菌 検査 ・・陰 性 デ ア ツ タ。 共 他 ノ患 者 モ 似 タ

症状 ヲ有 シ テ何 レモ 陽 性 「ソ ベ ル ク リ ソ」反 慮 ヲ呈 シ、

X線 所 見 モ結 核 ヲ思 ノ・シ ム ノv者デ アツ タ。 所 が是 等

3名 ノ患 者 ハ共後2年 或 ハ鍛 年 間 二亙 リ格 別 ノ症 胱

ヲ呈 シナ カツ タ カ ラ、上 記 ノ様 ナ初 期 症 状 ノ・敷 ケ 月間

二経 過 シ終 ノ・ノレ症 状 ヲ有 ス ルEpituberculosisデ ナ イ

ト考 ヘ ラ レル。 叉 初 感 染 が タ トへ 重 症 デ ア ラ ウ トモ

イソ カバ吸 牧 サ レル カ叉 ・・石 灰 沈 著 ヲ 來 ス 状 態 トモ

異 ナ ツ テ居 ノレ。 叉 第 二 期 感 染 ノ病 竈 ガ 振 大 シ 空洞 ヲ

作 ツ テ悪 化 シ易 イ傾 向 ヲ有 ス ル 状 態 ト モ 明 ラ カ ニ異

ツ テ居 ル 。 槍疾 モ 繰 返 シ 行 ツ タ が結 核 菌 ・・陰性 デ ア

ツ タ シ、 海狸 二注 射 シ テ モ感 染 ヲ來 タ サ ズ、叉 培養 基

上 ニ モ生 ヘ ナ カ ソ タ。 著 者 ・・斯 ノ如 キ経 験 二基 キ非

結 核 性寝 潤 ・・上 葉 デ 而 カ モ軍 側 二 來 得 ル 者 デ ア リ。

「ツ ベル ク リ ソ」反 慮 ガ 陽 性 デX線 所 見 モ 結 核 ヲ思 ハ

シ ムル者 二爾結 核 性 二非 ラ ザ ル 浸 潤 ヲ有 ス ル 者 が ア

ル カラ斯 ノ如 キ場 合 ニ バ 臨 殊 上 或 ノ・理 學 上 ノ諸槍 査

ノ1外二特 二瞼 疾 二注 意 シ疑 ハ シ キ場 合 ニ ノ・Bronchos-

・Opieヲ ヤ リ氣 管枝 ヲ通 ジ テ分 泌 物 ヲ探 取 シ検 査 ス ル

方 法 ヲ講 ズ ベ キデ アル ト言 ソ テ居 ル 。

(字 多 野 山 内抄)

「グ リセ リン 」ヲ含 マザ ル結 核 菌 培 養 基

R.R.Henle夕:AGIyeerol6freβmedi㎜forthe

葡萄糖

蒸鱈水

tuberclebacillus.

著 者 ノ研 究 室 デ ノ・「ア ミ ノ」酸 及 ビ 「グ リ セ リ ソ」ヲ包

含 シ ナ イ次 ノ成 分 ノ檬 ナ培 養基 ヲ作 ツ タ。

林 檎 酸 「ア ソ モ ニ ウ2・」(NH4)2C4H,O,… ・12.53gm

第 二 燐 酸 加 里K2HPo4十3H20.,C・P1・80

絢 薇 酸 曹 達Na3C6H507十5垂H20.,CPO.75

硫 酸 「マ グ ネ ・Yウム」MgSo4+7H20,U・S・P・ …1・50

絢 撒 酸 鐵U.S.PVIIIO.30

80.00

1.000.00cc

上 記 ノ者 ヲ順 次 二混 ジテ良 ク溶 解 シ、300c・ ・ノエル レ

ソ マ イ エル 氏 瓶 中 二100c.c.宛 入vテ 置 キ、10-12確

蒸 氣 歴 ノ下 デ20分 間宛3日 間、 叉 ・・常 歴 蒸 氣 中デ30

分 、20分 、15分 間 宛3日 間 加 熱 滅 菌 スル 。 ソ シテ

PHノ ・6.4-7.0ノ 間1・ ス ル。

著 者 ノ・14日 以 上 経 過 シナ イ盛 二生 長 シ ツ ・アル 普 通

固形 培 養 基 上 ノ菌 ヲ著 者 ノ培 養 器 ニ ト リ、37・ 。5Cデ

培 養 シ タ所 、 初 メノ・徐 々 二生 へ 上 記100c・c・ノ培養 基 二

就 キ菌 ノ乾 燥 量0.509二 達 スル ニ4週 間乃 至共 以 上

ノ日数 ヲ要 シタ ガ、一 旦 生 ヘ レバ確 實 二生 長 シテ凡 ソ

8週 間 デ最 大 量 二達 シ タ。 得 ラ レタ最 大 量 ・・100c・c・ノ

培 養 基 デ1.899デ ア ツテ 、 成 熟 セル 培 養 基 上 ノ菌 ノ

亭 均 量 ・・1.609デ ア ツ タ。 倫結 核 菌 種 ノ中 デ 人型 歯

最 モ ゴク生 長 シ、中型 菌 之 二次 ギ鳥 型 ノ・ア マ リ生 ヘ ナ

カ ッ タ。人 型 菌 ノ場 合 二著 者 ノ培 養 基 ノ反 磨 ヲ樵 査 シ'

タ所 、 初 メ カ ラ酸 性 デ(PH.5.4ヨ リ低 イ)後 ニ ノ・ヨ リ

璽基 性 デ アツ タ。 之 レノ・「リス リ ソ」及 ビ 「アス パ ラ ギ

ソ」培 養 基 二於 ケ ル 反 慮 曲 線 ト・・全 然 逆 デ アル。 叉 生

長 ノ色 々 ノ時 期 二培 養 液 ヲ検 査 シ テ 見 タ が 全 固 形 盤

ノ量 、 還 元 糖 及 ビ硝 酸 「ア ソモ ニ ヤ」ノ量 ハ90%減 少

ジテ居 ツ タ。 前掲 ノ 標 二 葡 萄 糖 ヲ8%含 ソデ 居 ル が

10%ニ シ テ モ同 様 二成 功 シタ ガ、 之 ヲ12%ニ ス ル ト
ム

菌 ハ 生 ヘ ナ ヵ ッタ。

斯 標 二人型 結 核 菌 ガ葡 萄 糖 、林 檎 酸 培 養 基 二甚 ダ ヨ〃

生長 ス ル ド言 フ コ トハ、結 核 菌 ノ蛋 育 ニ ノ・「ア ミ ノ」酸

及 ビ 「グ リセ リソ」ガ必 ズ シ モ 必 要 デ ナ1ト 言 フ事 ガ ー

"分;か ル
。 幽(宇 多 野 山 内 抄)

・〉 結 核 昌 於 ケ ル 「ヘ テ ロア レル ギ ー

JボWeissfeiler:HeteroallergyinTuberculosisThe
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TissueReactionofTuberculosusAnimalstoPatho・

.genicMikro6rganims.

「ア ク チ ノ ミー チ エ ズ」ヤ 「ヂ フテ ロ イ ド」ヤ 「ザ ル チー

ナ」ノ如 キ非 病 原 性 徴 菌 デ結 核 動 物 二 皮 内感 染 ヲ起 コ

サ ス ト其 ノ組 織 學 的 進 展 ノ模 様 力●元/Kochノ 現 象

トヨ 〃類 似 セ ル反 慮 ヲ惹 起 ス ル。 之 ヲ「ヘ テ ロ ア レル

ギー1ト 樗 シ テ居 ル カ、 此 ノ「ヘ テ ロ ア レル ギー」が結

核 動 物 二於 ケ ル 非 特 異 性 感 染 ノ 経 路 二 如 何 ナ ル 影響

アル カ ヲ確 カメ ソ ト ジ テ 著 者 ・・次 ノ實 験 ヲ行 ツタ。

-14匹 ノ 「モ ル モ
ヅblト16匹 ノ家 兎bヲ 使 ツ テ結 核 感

染 セル 者 ト健 康 ナル 者 ト ノZF行 列 ヲ 準 備 ジ、 是 等 二

榿 黄 色 化 膿 性 葡 萄 状 球 菌 ノ浮 游 液0.1cqヲ 皮 内 二注 射

シ タ。 此 ノ溶 液 ノ・1cq中 二500.000.000個 ノ菌 膣 ヲ

含 ム大 腸 菌 浮 游 液 ト濃 度 ノ等 調 ノ者 デ アノレ。

其 結 果 ノ・結 核 動 物 ト健 康 動 物 ト ニ 於 イ テ 非 常 ナ差 異

ガ ア ル ヲ認 メ タ。 即 チ 健 康動 物 デ ノ・膿 瘍 ヲ作 ツ タ ガ

'次 イ デ漸 次 二 吸 牧 サ レ タ
。 然 ル ニ結 核 動 物 デ ノ・1--2

コ

日 ノ中二淡 黄ナ膿庖 ヲ作 リ、コ レが充血 性 ノ周帯 デ ト

リ園 マ レテ居 ル が間モナ ク退行 シ、終 二表皮 デ被 ・・レ

タ搬痕 ヲ作 ル。猫之 ・・組織學 的所 見デ モ雨動物 ノ間

二非常 ナ差異 がアツテ、非結核動物 デ・・皮下組織 二膿

瘍 ヲ作 リ白血球 ノ寝潤 ヲ件 ツテ居 ル が、結核動物 デノ・

此 ノ傷 害ノ・遙 カニ限局 サ レテ、中央 ノ埋死部分 ヲ取 リ

園yデ 居 ル。 ソ・yテ感染 ノ最後 ノ結果 ノ・雨者略 く同

一 デ アル カ憾 染 ノ局所 ノ治癒 ノ・結核動物 ノ方 ヵ'少シ

早 イ。

上述 ノ如 キ速 二起 ツタ炎衝性反 慮、共反慮 ヲ トニ園 ム

列 然 トシタ限界、及 ビ其 ノ壌死 中心部 ノ排 出等 ハ周園

ヘ ノ感染 ノ振大 ヲ澗 退叉 ノ・防止 セ ソ トヌ ル反 磨ナル

事 ヲ示 シテイル。

斯 ノ如 ク健康動物 ト結 核動物 トー 非病原菌 ヲ注射ス

ル ト其反慮 二相違 ガアル ガ、化膿 菌 ヲ使 用 シタ場合デ

モ同様 ノ現象 ガ見 ラ ヒル。 而 シ テ 結核動物 二葡萄状

球 菌 ヲ皮 内 二注射 スル ト、Kochノ 現象 二似 タ現象 ヲ

呈シテ迅速 ナル 細胞 浸潤 ト之 レ ニ績 イ テ 組織 ノ壊死

ヲ起 シタ。 ソジテ此 ノ「ヘテ ロ ア レル ギー」ノ反膳ハ

結核動物 二化 膿菌等 ノ急 性傳染 ニ ヨル 非特異性感染

経過 二影響 ヲ及 ボス様 デ アル。斯様 と非 特異性 ノ急

性傳染疾 患 ノ場合 二 於 ケ ル 結核動物 ト健康動物 トノ

間二見ル差異 ノ・結核菌 ト他 ノ傳染病原菌 トノ拮抗作

用 ニ ヨル現象デハ ナ〃テ、全 ク非特異性 ノ作用 ニ ヨノレ

モ ノデ結核 二感 染 セル動物組織 ノ・叉他 ノ細菌 二i封シ

テモ或程 度 ノ防禦力 ヲ示 ス者 ダ ト考ヘ ラノレ。

(宇多野 山内抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

結 楼 菌 培 養 呂際 シ、 型 鑑 別 ノ爲 ニセ ル減 堅 酸 素 ノ

牛 型 菌 聚 落 二 及 ボ ス影 響

J.Witte:BeeinflussungderKoloniefonnender

TuberkelbakteriendesTypusbovinusdurchZtichtu.

ngbeiverminderterSauerstoffspannungunterBerti-

cksichtigungderTypenunterscheidung(Zentralblatt

ftirBakteriologie.IOrig.Bd.139,Nr.516.)

結 核 菌 初代 培 養 二於 テ、「グ リセ リ ソ」ヲ含 ソ ダ培 地 ト

含 マ ナ イ培 地 二、同時 二培 養 シ、 前 者 二登 育良 好 、 後

者 工 獲 育不 良 ナ レ バ、 多 ク ノ場 合人 型 或 ・・鳥 型 ニ シ

テ、 之 二反 ス レバ牛 型 デ ア〃、然 シ稀 二雨 培 地 二 同様

二蛋 育 ス ル場 合 が アル、カ ・ル 時 ハ試 験 管 内 二酸 素 ヲ

吸 牧 ス ル 装 置 ヲ シタ密 閉試 験 管 内 デ 、減 歴 酸 素 ノ下 デ

培 養 スL・ バ、 牛 型 菌 が人 型 菌 ニ ヨ ク似 タ粗 イ、 「プル

'一 メ ソ コー ル 」様 ノ聚 落 ヲ形 成 ス ル
、 此 ノ所 見 ハ型 鑑

別 二於 テ注 意 ス ベ キデ アル。(北 研 植 村 抄)

皮 虐 結 核 ノ組 織 學 的 細 菌 學 的 研 究

Bloch,F.etDucourtioux.M.:Lecontrolehistoba・

ct6riologiquedestuberculosescutan6es.(Ann.1,inst・

Pasteur,1937,58,625.)

臨 脈 的 二皮 膚 結 核b診 断 セ ラvタ10例 二就 イテ ソ ノ

組 織 學 的 並 二細 菌 學 的 検 索 ヲ行 ヘ ル ニ、内2例 ハ組織

.學 的 ニモ 細 菌 學 的 ニ モ結 核 ト ジ テ ノ 診 断 ヲ下 ス事 ガ
　

出來 ナカツタ、他 ノ8例 ハ細菌學的 ノ詳細 ナ研究 ノ結

果絡 テ ニ結 核菌 ヲ見 出 シ得 タ.然 シ患部 ノ膿汁 ヲ硫

酸 デ慮理 ン1テ及分 離培養基 二移植 シ テ結核菌 ヲ分離

シ得 ル モ ノノ・非常 二稀 デ アル が、コ レヲ海狽 二接種ス

ル ト海猿 ガ早晩結核 二感染 シ ソ レカラ分離 シテ結核

菌 ノ純 培養 ヲ得 ラ レル カラ患部 ノ濃汁 中;結 核菌 ハ

少数 ダ が存在スル事 ヲ知 リ得 タ。 更 ニ ソ ノ分離 シタ
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各結 核 菌 二就 イテ家 兎並 二海 瞑 ヲ使 用 ジテ ソ ノ型(人

型 、牛 型、 鳥型)ト ソ ノ毒 力 ト ヲ槍 ベ タ が、 カ ・ル 皮

膚 結核 ニ ノ・人型 及 ビ牛 型 何 レ モ 検 出 セ ラ レル ガ毒 力

バー般 二弱 イ ノが通 例 デ ア ツ タ.

患 部組 織 標 本 二就 イテ ・・中央 が 乾 酪 髪 性 二 隔 ツテ ソ

ノ周園 力●上 皮檬 細胞 、Langhans氏 巨大 細 胞、 淋 巴球

デ 取 リ カコ マ レタ所 謂 定 型 的 結 核 性 結 節 ノ・見 ラ レ ル

場 合少 ク殆 ソ ド全部 ハ非 定 型 的 ノ 組 織 像 ヲ示 シテヰ

タ。 叉 力 ・ル 組 織 中 デ結 核 菌 ノ染 色 セ ラ レタ 場 合 モ

極 ク稀 デ ア ツタ 。(傳 研 柳 澤 抄)

氣胸 療 法 ト結 核 菌 菌 血 症 トノ間 二何 力 關係 ガ 存 在

ス ル カ

Tuchila,J.:Exste.t.ilunerelationentrelepneumo・

、10raxth6rapeutiqueetlabacil16mietuberculeuse

?(Ann.1'il)st.Pasteur,1937,58,677,)

外科 的手 術 が肺 結 核 ヲ増'悪 セ シ メ ル事 ハ ヨク知 ラ レ

タ事 デ ア リ、叉 横隔 膜 紳経 切 蜥 術 ガ時 トシ テ粟 粒 結 核

ヤ拶膜 炎 ヲ件 フ結 核性 播種 ヲ 招 來 ス ル 事 モ人 ノ ヨク

経験 ス ル事 デ アル 。 コ レ ハ 外 科 的 手 術 ヤ 横 隔 膜 紳 経

切 噺術 ニ ヨツ テ結 核 性 病 攣 部 位 ヲ 傷 付 ケ タ 爲 メ結 核

菌 が血 行 中 二迷 入 シテ惹 起 セ ラ レ タ モ ノ ト解 セ ラ レ

テヰ ル。 自然 的 氣 胸 が生 ジ タ 時 ニ モ 引 績 イ テ播 種 性

結 核 が現 レル事 モ ヨ ク見 ラ し・ル トコ ロ デ アル 。 氣 胸

療 法 ヲ行 ツ タ後Opsonin係 藪 ノ上 昇 ス ル 事 ヤ 、 補 髄

ヲ結 合 ス ル 抗 元 ガ壇 加 ス ル事 ヤ 血 液 ノ喰 菌 能 ノ攣 化

ス ル事 ヤ殺 菌 能 ノ増 加 ス ノレ事 等 ハ考 へ 方 ニ ヨ ツ テ ノ・

血 行 中 二結 核 菌 ノ現 レテ來 タ事 ヲ思 ハ シ メ ル モ ノデ

アノレ。

著 者 ノ・人 工 氣 胸 療 法 二依 ツ テ 實 際 血 行 中 二結 核 菌 ガ

出 テ來 ル モ ノデ ァ ル カ ドウ カ ヲ知 ラ ゾ ト シ テ次 ノ如

キ實験 ヲ行 ツ タ謬 デ アル 。Wolf,Verdina,Voncken

氏 等 モ同様 ナ實 験 ヲ 行 ソ テ既 二 人 工 氣胸 療 法 ニ ヨツ

テ血 行 中 二結 核 菌 ノ出現 ス ル事 ハ ナ イ ト結 論 シ テヰ

ノレ生

著 者 ハ13人 ノ肺 結 核 患 者 二人 工 氣胸 ヲ行 ヒ、 人 工 氣.

胸2日 前 ノ血 液 及 ビ人 工 氣 胸 後30分 、24時 問虹 二3

日 ノ血液 中 ノ結 核 菌 ヲ検 索 シ タ。 血 中結 核 菌 ノ検 索

方 法 ・・L・oewenstein氏 培 地 ヘ ノ培 養 ト海 猿 ヘ ノ接 種

トニ ヨッ タ ガ、検 査 患 者13人 中1人 モ人 工 氣 胸 前 ノ・

勿 論 ノ コ ト、人 工 氣 胸 後 ト錐 モ血 中 二結 核 菌 ヲ見 出 メ

コ トが出來 ナ カ ツ タ。 之 カ ラ観 ル ト、人 工氣 胸 療 法 ト

結 核 菌 菌血 症 トハ何 等 ノ關 係 ノナ イ モ ノ ト考 ヘ ラ レ
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ル 。(傳 研 柳 澤 抄)

人 コニ培 地 上 ノ結 核 菌 ノ獲 育 ト「ツ ベ ル ク リン 」ノ産

生 トノ關 係

Wong,S.C.,Therelationbetweenthegrowthof

mycobacteriumtuberculosisandtheyieldoftuberc-

ulinonsyntheticmedia.(J.Bact.1937,33,451)

結 核 ノ免 疫 實 験 叉 ノ・除 感 作 實験 二Tuberculoprotein

が廣 ク使 用 セ ラ レル 様 ニ ナ ソ タ今 日、種 々 ノ人 工 培 地

上 二登 育 ス ル 結 核 菌 ノ重 量 ト ソ シ カ ラ産 生 セ ラ レル

「ツ ベ ル ク リ ソ」量 トノ關 係 如 何 及 ビ「ソ ベ ル 〃 リ ソ」

産 生 二及 ボ ス登 育 結 核 菌 量 以外 ノ 因子 二就 テ研 究 ヲ

要 ス ル事 トナ ソタ ノデ、Long氏 人 工 培 地(Longand

Seibert,1926)、 改 良Long氏 人 工 培 地(Wongand

Weinzirl,1936)、 改 良HenleyandLeDuc氏 培 地

及 ビ葡 萄 糖 簾 糖 培 地(Glucose-sucrosemedium)ノ 四種

ノ培 地 二結 核 菌H37ヲ 培 養 シ テ 以 上 ノ關 係 ヲ窺 フ

ニ培 養 後6週 二於 テ獲 育 結 核 菌 量 ノ・改 良Henleyand

LeDuc氏 培 地 ガ最 大 デ 、 ソ レ・二…欠 イデLong氏 培 地

及 ビ改 良Long氏 培 地 デ ア ソ テ 葡 萄 糖 庶 糖 培 地 ガ最

モ少 ク、 改 良HenleyandLeDuc氏 培 地 ノ結 核 菌

量 ノ牛 量 以 下 デ ア ル。 ソ レニ モ拘 ラズ、是 等 カ ラ得 ラ

レダ ッ ベ ル ク リ ソ」ノ蛋 白質 量 ノ・葡萄 糖 簾 糖 培 地 ガ

最 大 デ、 次 イ デ改 良HenleyandLeDuc氏 培 地 、F
の

改 良Long氏 培 地 、Long氏 培 地 ノ順 位 デ アル 。 トコ

ロ が、 培 地 ノ終 末PHヲ 測 ル ト葡 萄 糖 簾糖 培 地 ノ・7.8

改 良Long氏 培 地 及 ビLong氏 培 地 ノ・何vモ5・8、

改 良HenleyandLeDuc氏 培 地 ノ・6.6デ ア ツ テ、

培 地 ノ終 末PHノ 高 イモ ノ程Tuberculoproteinカ ●多

イ檬 二思 ハ レタ ノデ、今 度 ノ、改 良Long氏 培 地 ダ ケ ヲ

使 用 シPHヲ5.8ノ マ ・ニ ジ タ モ ノ トNa2Co3ヲ 加

ヘ テ7 .2乃 至8.0ニ シ タモ ノ トニ就 イテ結 核 菌6週

間 培 養 後 ノTuberculoprotein量 ヲ見 ル ニ、 想 像 二反

セ ズNa2Co3ヲ 加 ヘ テ 「ア ル カ リ」性 ト ナ シ タ 培 地

カ ラ調 製 シ タ 「ツ ベ ル ク リ ソ」ノ蛋 白質 ノ・然 ラ ザ ル モ

ノ ・約 倍 量 ニ ナ ソ テ ヰ ル ノ ヲ知 ソ タ。 以 上 ノ事 カ ラ

Tuberculoproteinノ 産 生 ノ多 キ ヲ望 ム場 合 ニ ノ・培 地 ノ

PHヲ 可 成 リ「アル カ リJ性 トナ ス事 が大 切 デ アル 事 ガ

剣 ツ タ。 コ ノ意 味 二於 テ、「ツ ベル ク リ ソ」ノ多 量 ン産

生 ヲ望 ム場 合 ノ・葡 萄 糖 簾 糖 培 地 が 最 モ適 當 デ ァル 。

尚 ホ葡 萄 簾 糖 培 地 ノ・他 ノ人 工 培 地 二 比較 ス ル ト経 費

ノ鮎 二於 テ モ可 成 リ低 廉 デ ァ ル カ ラ コ ノ黙 モ亦 甚 ダ

好 都 合 ト思 ノ・レル。(傳 研 柳 澤 抄)
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過 敏 症 卜冤 疫 トノ 「解 離 」昌 關 ス ル實 験

WalterPagel:Experimentson"Dissociation"of

AllergicHypersensitivenessandImmunity.

(JournalofPathologyandBacteriology;Vol.XLIV

No.3,1937)

本 研 究 ハ主 ト シテ過 敏 症 ト免疫 ト ノ 間 二於 ケ ル 關 係

二就 テ ノ知 見 ヲ得 ル 目的 ヲ 以 テ 加 熱 死滅 結 核 菌 並 二

非 特 異 性 物 質 ヲ以 テ ソ レゾ 畷 メ 塵 置 サ レ タ海 狸 ノ

皮 下 二結 核 菌 ヲ接 種 シ テ共 結果 登 現 ス ル ト コ ロ ノ反

謄iヲ槍 索 ヅタ モ ノデ アノ1!。

免 疫 現 象 が必 ズ シ モ 過敏 症 二附 随 シ 叉 ハ 夫 トー緒 ニ

ナ ツ テ成 立 ス ル モ ノデ ハ ナ イ ト謂 フ 事 實 ハ 既 二多 数

ノ學 者 二依 テ各 方面 カ ラ ノ實験 二基 イ テ 詮 明 セ ラ レ

テ居 ル ニ モ 拘 ラズ今 日倫 是 等 雨 現 象 間 二 ・・因 果 關 係

がア ル モ ノデ アル ト述 ベ テ居 ル 文 獄 ヲ 見掛 ケ ル コ ト

ガ屡 ζアル。 從 ツ テ著 者 ハ 本 問 題 攻 究 二當 ツ テ ノ・非

特 異性 物 質 二依 ル虜 置 が是 等 雨現 象 二 如 何 ナ ル 影 響

ヲ及 ボ ス デ ア ラ ウ カ ト云 フ黙 ヲ特 二 槍 索 ス ル コ ト ガ

必 要 デ ア〃 トシ テ以 下 ノ如 キ 籔 験 ヲ行 ソ タ。

1)加 熱 死 滅 結 核 菌1薩 ヲ生理 的 食 盤 水2琵 二浮 游k

シメ 、ソ ノ1蝿 宛 ヲ毎 週1同8-10同 二亙 ソ テ海狸 ノ

腹 腔 内 二注 射 ・y最後 ノ注 射 ヨ リ6週 後 一 人型 結 核 菌

0.OOlmeヲ 共 ノ皮 内 二接 種 シタ。

∬)如 上 ノ實 験 二於 ケ ル 生理 的 食 盤 水 ノ代 リニ 「グ リ

セ リ ンベ プ ト ソ」水 ヲ以 テ シ其 他 ・・1ト 同 ジ。

皿)ll二 於 ケ ノレ結 核 菌接 種 量 ・・1ト 同 量 デ ア ッ タ が本

實 験 二於 テ ノ・ソノ10倍 即 チ0.01種 ヲ接 種 ジ タ。 爾

「ワク チ ソ」浮 游 液 ヲ作 ル ノニ ハ「グ リセ リ ソベ プ ト ソ」

水 ヲ以 テ シタ 。

IV)唯 軍 二1%「 ペ プ トソ グ リ セ リ ン」肉 汁 叉 ノ・之 ヲ

115二 濃 縮 ジタ モ ノ ノミ ノ0 ・5-2蝿 ヲ海 狸 ノ腹 腔 内 二

毎 週1同 、6-10同 二亙 ツ テ注 射 シテ置 キ其 後 ・・1_

於ケル ト同様 ニ ツテ結 核菌 ヲ接種 シタ。

V)「 ペプ トソ』肉汁 ト同量 ノ働性人血 清 ヲ混 合 シタモ

ノニ加熱死滅結核菌 ヲ浮游 セ シ メ之 ヲ海猿 ノ腹腔 内

二10同 注射 シタ後 皿二於 ケル ト同檬 ニ シテ結核菌 ヲ

接種 シタ。

以 上 ノ如 クシテ結核菌接種局所 二於 クル 反慮 ノ強弱、

部閣淋 巴腺 ノ反慮虹 二攣化、「ツベル ク リソ」皮内反慮

及 ピー定期間後 二於 ケ ノレ内臓 ノ結核性病攣 ノ程度等

二就 テ詳細 二観察 シ テ 免疫 ト過敏 反億相 互間 ノ關係

ノ關明 二努 メタ結果其 ノ成績 ヲ次 ノ如 ク 要約 シテ居

ノ1〆o

即 チ、加熱結核 菌「ワクチ ソ」庫置海猿群 二於テハ結核

菌接種局所 二微弱 ナル 帥時反磨 が 起 ツタ が之ハ何 モ

結核菌 二i封スル感染 防禦 力 ノ成 立 ヲ示 ス モ ノデ ・・無

〃ム シロ感染 防禦 ノ成 立 ハ斯 カル 即時反慮 ノ性質 ト

ハ無關係 二登來 スルモ ノデ ァッタ。1%「 ペプ トンJ肉

汁 ヲ以 テ調製 シタ加熱結 核菌 「ワクチソ」ヲ以 テ豫 メ

塵置 シタ海狸群 二於 テ ハ結核菌接種 後屡 く即時過敏

反磨 ヲ件 ノ・ザル防禦能力 が成立 ジタ。

爾豫 メ1%「 ペプbソ 」肉汁 ヲ以 テ塵 置 ・yテオク ト結

核菌注射局所 二於 ケル 反磨 ノ・屡 く減退 シ而 モ 内臓 二

於 ケル結核性病竈 モ僅微 トナ リ或 動物 二於 テ ノ・之 が

訣如スル コ トモ ア ツタ。斯 カル成 績 ハ結 核菌感染 二

封スル異種過敏免疫 反慮 トモ見敏 ス可 キ モ ノデ アラ

ウ。

「ワクチ ソ」ヲ豫 メ注射 シテ置 イ タ動物 二於ケル結核

菌感染局所 ノ帥時反慮 ノ・炎症 ヤ壊 死 ヲ鉄 如 セルニ毛

不拘之 ヲ巨細 二観察 ス ル ニ接種 サ レタ結核菌 ノ固定

拉 二破壌 ノ形跡 が明 二認メ ヲ レタ。 ρ

以上 ノ成績 二依 リ著 者 ノ・結核 症 二於 ケ ル 過敏症 ト免

疫 トノ・可分現 象デ アル ト謂 フ可 キデ ァル ト結 ソデ居

ル。(九 大、細 菌 占部薫抄)

一 般 學 術 雑 誌

膿 胸 痩 管 治 療 用 ノー 新 装 置 呂就 テ

Llmbert:Traitementdesfistulespurulentespleur・

alesparl,aspirationcontinue(7fig).(]L己presse

m6dicale1937N。2p.17)

呼 吸機 能 が完 金 二行 バ レル 爲 二 ・・肋 膜 腔 ノ.歴力 ハ外

氣 ノ膣 ヨ リ低 イ事 が 必 要 デ ア ル 。 此 ノ 關 係 が破 γ タ

時署 師ノ・其 ノ復 奮 二努 メナケ レ バ ナ ラ ナイ。然 シ軍

純 ナ肋膜 炎 ノ襟 ナ場合 ニ ノ・穿刺 ニ ヨ ソテ容易 二其 ノ

目的 ヲ達 シ得ル カ・手術後痙 管 ガ生 ジ タ様 ナ時 ニノ・ソ

ウ簡軍 ニハ行 カナイ。最 モ簡軍 ナ ノノ・Siphonageb

呼 バ レ〃 モ ノデ痩管 二護談 管 ヲ通 シ共 ノ遊離端 ヲ床

下 二置 カ レテアル液髄 ヲ入 レタ容 器中 二漬〃 ノデア
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〃。此 ノ髪置 ノ訣 鮎 トシ.テ容 器内 二咳漱登作 等 ノ時

肋膜腔 内ノ滲出物 ガ入 リ之 ヲ汚 染スル事 が アル。此

ノ不便 ヲ除 クニハ此 ノ中間二今一 ツ ノ汚物貯藏容器

ヲ揺入 スル トヨイ。 叉患者 ノ・臥肱 ノ位置 ヲ絵 鳥動 ク

事 が出來 ナイ。

是等 ノ妖貼 ヲ輔 フ爲 著者 ハ次 ノ檬 ナ 髪置 ヲ考案 シタ

・郎疲 管二氣密 二蓮 絡サ セ タ護誤 管 ハ 硝子管 ヲ経 テ貯

藏瓶 二入 リ此 ノ叛 カ ラ出タ別 ノ謂 子管 ハ直 二二分 シ

テーノ・氣歴 計二連絡 シ今 一 ツハ小形 「ポ ソプ」二結 合

ス〃。而 シテ是等 ノ装置全盟 ノ・一 ツ ノ板 上二固定サ

ソテ居 テ患者ハ此 ノ板 ヲ頸 カ ラ掛 ケ タ紐 ニ ヨ ツテ胸

部二下グテ居ル ノデ アル。咳漱毎 二 肋膜腔 内及ぜ護

護管内 ノ空氣 ハ歴迫 サ レテ貯藏瓶 中 ノ液髄 ヲ排 除 シ

テ外 二出ZF静 時ニノ・之 二代 ツ テ瓶 底 ノ液 盤 ガ上 ツテ

行クノデ ア〃 ガソノ液柱 ハ「ポソプ」無 シデハ10-15

糎以上二上 り得 ナ イ事 ガ多 イ、「ポソプ」ヲ用 ヒル ト水

銀桂デ4-5糎 内歴 ヲ低 メル事 ガ出來ル。 此 ノ装 置使

用上最 モ注意 シナヶ レバナ ラナ ィ ノノ・痩 管 ト護 護管

ノ氣密接 合デアル ガ之 ニノ・Delbet氏 排膿管 ヲ用 ヒ〃

恒 イ。 〈傳研 中山抄)

肺結核 ノ臨淋研究 二於ケ ル末精血液 中ノ網歌赤血

球槍査 ノ重要性=就 テ

M.SzouretC.Bergenbaum:Surl'importance

pratiquede1'examendesr6ticulocytesdanslesang

P6riph6riquepourl"6tudecliniquedelatuberculose

pulmonaires.(4fig.)(Lapressem6dicaleユ937N。5

P.79)

著者ノ用 ヒタ方法 ノ・Levaditi・etEhrlich法 デ特別 ナ

場合以外ハ総 テ15日 ノ間隔 デ検 査 ヲ績 ケ テ居ル。其

ノ結果 ヲ総 括スルb、1)繊 維性慢性肺結核 デ特 二無

熱デ咳漱喀疾 ナ〃結核菌陰性 デ 中毒症状 ガ極 ク輕 イ

カ全 ク無 イ者デノ・網状 赤血球 曲線 ハ健康人 ト攣 リナ

ク赤血球1000二 樹 シ2-`5時 二8位 デ総 テ老齢 ノモ

ノ許 リデア〃。2)亜 急性 デ進行性少 ク且 グ中毒症 状

ノ籐 リ著明デナイ形 デハ6-12%デ 幼若形 ガ稽 く増 シ

テ居〃。3)急 性 肺結 核 デ進行 期 ニアル者ノ・網状 赤血

球数激培 シ60-70%ト ナ リ幼若形 ガ大部分 ヲ占ル標

ニナル、凡 テ病 勢 が進 行スル時 ハ網 状赤血球 ガ壇 シ幼

若形 が現 ソテ來 ル'。反之恢復 二向 フ時 ハ 次第 二共 ノ

数 ヲ減 ジテ來ル。叉一般 症状悪化 シ生髄 ノ防禦機能

ガ全ク無〃ナツタ時 ニ ハ 網状赤血球 ノ数 ハ再 ピ減少

スル。最後 二著者 ハ此 ノ網 状赤血球 曲線 ガ診噺 上豫
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後 朔 定 上何 如 二重 要 ナ モ ノ デ ア ル カ ヲ示 ス タ メ3個

ノ観察 例 ヲ學 ゲ テ居 ル 、其 ノ第 一 ・・上 葉 二腔 洞 ヲ有 シ

登 熱38。 以 上 ヲ示 ス重 症 患 者 デ網 状 赤 血 球30%ヲ 示

シ タ モ ノニ 人 工 氣 胸 ヲ施 行 シ盟 温 ハ 下 降 シー 般 状 態

モ全 ク 良 好 トナ ツ タ ニ 拘 ラ ズ 網 状 赤 血 球 撒 ガ著 明 二

下 降 シ ナ カ ツ タ。 「11ソbゲ ソ」窺 眞 ニ ヨ ツ テ腔 洞 が

肋 膜 ノ索 状癒 著 ニ ヨツ テ萎 縮 シ テ 居 ナ イ事 ヲ知 リ此

ノ癒 著 ヲ焼 切 シタ。 ス ル ト共 ノ後 網 状 赤 血球 数 モ滅

少 シー般 症 状 モ更 二良 縛 シ タ ト云 フ ノ デ アノγ。 第 ニ

ハ 非 常 二重 篤 ナ雨 側 肺 結 核 患 者 ガ ー搬 状 態 ガ ー 向 良

縛 シナ イ ノニ網 状 赤 血 球 撒/ミ カ●34カ ラ14.10ト 下

リ4ケ 月 目 ニノ・6-5ト ナ ツ タ。 此 ノ頃 ニ ナ ツ テ夫v

迄 陽性 デ ア ツタTuberculin反 磨 モ陰 性 二憂 リ患者 ハ

間 モ ナ ク死 亡 シタ。第 三 ハ初 メ重 篤 デ ア ツ タ諸 症 状 ガ

次第 二輕 快 シ熱 モ全 ダ無 タ ナ ッ テ シ マ ツ タ が網 状 赤

血 球 曲線 ダケ ハ依 然 ト シ テ高 イ位 置 ヲ績 ケ著 者等 モ

非 常 二警 戒 シ テ居 タ ガ果 シ テ漸 ク ン テ 再 ビ 急 激 ナ悪

化 ヲ示 シ タ例 デ アノレ。

著 者 等 ハ 網 状 赤 血球 ノ検 査 ト 同時 二 白血 球 像 ノ愛 化

赤 血球 沈 降 遽 度TubercUlin反 慮 等 ヲ検 シテ居 ル之 二

關 シ著 者 ノ言 二擦 レバSchilling氏 ノHaemogramハ

絵 リニ動 揺 ガ激 シ過 ギ何 二由 ル 動 キ カ ソ ノ 原 因 ヲ確

メル 事 ノ出 來 ナ イ 事 ガ ア リ叉沈 降 速 度 ハ絵 リ安 定 過

ギ テ急 愛 ヲ豫 知 ス ル 事 ガ 出來 ナ イ、網 状 赤 血 球 曲 線 ノ

鋭 敏 度 ノ・大 髄 此 中間 デ 肺 結 核 ノ診 噺 豫 後 剣 定 ニ ハ是

非 用 ヒ ラル ベ キモ ノデ アル ト。(傳 研 中 山抄)

肺結 核 ノ診 断 呂 封 ス ル 早 朝 空 腹 時 採 取 ノ 胃 内容 物

中 ノ結 核 菌 楡 査 ノ債 値

P.-F.Armand-DelilleetG.Kerambrun:Valeurde

larecherchedubacilledeKochdanslecontenue

gastriquerecueilliとjeunpourlediagnosticdela

tuberculosepulmonaire.(Lapressem6dicale1937

N。10p.172)

著 者 等 ノ・1927年 本 法 ヲ登 表 シ テ以 來10年 間 二千 数

百 例 二就 テ本 検 査 ヲ行 ツ タ 其 ノ結 果 ヲ纒 メ テ蛮 表 ヅ

タモ ノデ先 ヅ軍 二染 色 ノ ミニ ヨ ツ タ結 果 カ ラ記 載 シ

テ居 〃 、之 二就 テ ハ表 ヲ其 ノ儘 借 用 ス レバ説 明 ノ必 要

ハナ イ ト思 フ。

皮 膚 反慮 十、 肺 或 ノ・肺 門部 二病 的 総 倣 十 十%

暗 影 アル 者

1。初 期感 染(初 生 見 、OF3歳 小 見)

a)無 熱 治 癒 傾 向著 明 ナ者106108.6
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b)進 行性初期感染

2。嬰 粒結核

3。再感染

a)多 少共新 シイ腔洞 ヲ有 ス者

b)進 行 ノ傾 向少1者

c)腔 洞 ノナ イ進 行性 ノ者

d)硬 結性 肺炎

4。氣管枝周園淋 巴腺結核

'(肺 實 質 ニノ・病 攣無 キ者)

5。漿 液繊維素 性肋膜 炎

(肺實質 ニノ・病攣無 キ者)

6。氣管枝振張

小 括

1186454.2

442863.6

12111797.0

20840.0

14110272.3

341026.4

3837

36513.5

4424.1

70234949.8

7。封 照(此 ノ内457例 ・・皮 膚 反 慮 陽 性)種 々 ノ呼 吸 器

疾 患 ノ爲 診 察 ヲ乞 ヒタル モ 肺 及 ビ 肺 門部 二病 的 暗

影 ・ヲ認 メ ヌ者58630.5以 下

Saenz及 ビCostil二 俵 テ 胃液 沈 渣 ヲLoewenstein氏

培 地 二植 ヘ ノレト結 核 菌槍 出 ノ 陽性 牽 ノ培 ス 事 が 明 ニ

サ レテ以來 著 者 等 モ之 ヲ追 試 シ染 色 ノ ミ デ ノ・陰 性 デ

アツ タ31例 ノ内17例 ノ陽性 例 ヲ得 タ、 以 下 著 者 等

ノ・文 献 二現 レタ諸 家 ノ本 法 ニ ヨ ル陽 性 奉 ヲ仔 細 二検

討 比 較 シ本 法 ノ・同 時 二Loewenstein培 地 ヲ用 ヒテ検

査 ス ル 時 ハ小 見 及 ビ喀 疾 ヲ 出 サ ナ イ成 人 ノ結 核 菌 検

査 二封 シテ ノ・非 常 二良 イ方 法 デ ア ツ テ 結 核 二關 係 ア

ル 馨 家 ・・是 非 試 ミラル ベ キ デ アル ト云 ソ テ居 ル 。

(傳 研 中 山抄)

肺 氣 管 枝 ノ分 泌 二封 ス ル横 隔 膜 紳 脛 切 除 術 ノ作 用

卜其 ノ機 構

C.BibicescuetGhPolatos:L'actiondelaphr6nice

ctomiesurless6cr6tionsetsonm6canismeLapresse

m6dicale1937N。11p.190)

横 隔 膜 紳 経 切 除 ニ ヨ ル 肺病 攣 部 ノ治 療数 果 二i封 シテ

ハ大 盟 二二 種 ノ読 が行 ハ レ ソ ノー ハ簡 輩 ナ機 械 説 デ

手 術 ノ結 果 起 ル 横 隔 膜 ノ上 暴 二総 テ ヲ館 ス モ ノ デ今

一 ツ ノ・治 療 数 果 ノ 大部 分 ヲ本 紳経 ト密 接 ナ關 係 ニ ア

ソ タ交 感 神 経 及 ピ迷 走 紳 経 ノ 亭 衡/失 ノ・レ タ事 ニ ヨ

〃 ト考 ヘ ル モ ノデ ア ル著 者 ・・明 二 後 者 二 左 祖 シ横 隔

膜 紳 経 切 除 ニ ヨツ テ時 二著 明 ナ 肺 及 ビ 氣 管枝 ノ分 泌

ノ減 少 ヲ來 ス 事 實 ノアル 事 ヲ認 メ 共 ノ謹 明 ノー 助 ト

シテ3例 ノ 自験 例 ヲ學 ゲ テ居 ル 。 第1例 ハ 右 上 葉 二

大 腔 洞 ヲ有 ス ル50歳 ノ男 デ1日 ノ喀 疲 量 ハ180cq位

デ ア ツ タ之 二横 隔 膜 切 除 術 ヲ施 ジ タ 所 横 隔 膜 ハ3cm

録 【第15倦

位 シ カ上 ラナ カ ツ タ ガ既 二 手 術 翌 日 カ ラ喀 疾 量 ノ・激

減 シ終 二1日20α α位 ニ ナ リ・一般 症 状 モ非 常 二良 クナ

ツ タ。 第2例 ハ17歳 ノ男 デ人 工 氣 胸 績 行 中 二化 膿性

肋 膜 炎 トナ リ手 術 シタ ガ傷 ロ カ ラ1日 二250aα 位 ノ膿

ガ流 出 シテ居 タ、横 隔 膜 紳 経 切 除 後 モ勿 論 横 隔 膜 ハ上

ラ ナ カ ツ タ カ膿 ハ次 第 二減 少 シ15日 目 ニ ハ1日 量5

-10c.α'位 ニ ナ ツ タ。 第3例 ・・氣 管 枝 振 張 デ1日 ノ喀

疾 量200-250aα モ ア ツタ 者 ガ手 術 後 横 隔 膜 ノ・全 然動

カナ カツ タ ニ モ拘 ラズ、 喀 疾 量次 第 二減 少 シ20日 目

ニ ノ・15αα トナ リ終 二1日5cα 位 二至 ツ タ、 是 等 ノ観

察 カ ラ著 者 ハ横 隔 膜 紳経 切 除 ヲ行 フ ト直 』 氣 管 枝及

ビ肺 ノ分 泌 ガ減 少 シ次 デ 全 身 症 状 ノ 輕 快 ガ起 ル 事 ヲ

認 メ本 法 ヲ人 工 氣 胸 二併 用 ス レ バ 氣 胸 績 行 中 二起 ル

肋 膜 滲 出液 瀦 溜 ノ頻 度 ヲ減 少 セ シ メ得 ル ト云 ツ テ居

ル 。(傳 研 中 山抄)

「トモ グ ラ7イ ー 」卜肺 病 璽 部 研 究 二劃 ス ル 本 法 ノ

興 味

E.Bernard,McDougalletA.Camino:Laradiogra

phielimit6eaunplan(Tomgraphie).Soninteret

dansl'6tudedesl6sionspulmonaires(11fig.)(La

pressem6dicale1937N。23p.441)

「レ ソ トゲ ソ」鳥 眞 ノ、撮 映 時 二照 射「レ ソ トグ ソ
.線 ノ圓

錐 内 二入 リ來 ツ タ物 膣 ノ 影 ノ総 和 デ ア リ胸 部 鳥 眞 デ

ノ・肋 骨 ガ全 髄 ノ213以 上 ヲ 占メ テ居 テ肺 實 質 ノ髪 化 ハ

其 ノ剃 定 二非 常 ナ支 障 ヲ受 ケ テ居 ル 、此 二封 シ テ從來

色 々 ノ方 法 ガ考 ヘ ラレタが 中 デ モ 立髄 撮 映 法 ガ最 モ便

利 デ ア ツ タ然 シ之 レ モ 或 程 度 以 上 二 ・・各 病 資 ノ分離

ヲ示 ヌ 事 ガ出來 ナ イ、之 二封 シ テ考 案 サ レタ ノガ本 報

二述 ベル ーZF面 ノ ミ ヲ 明瞭 二爲 シ 出 スStratigraphie

或 ノ・一 般 ニノ・Tomographieト 呼 バ レノv撮味 法 デ アノレ

(Tomos=section)。 本 法 ノ原 理 ヲ考 案 シ タ ノ・・佛 人

A。Bocage(1922)、 實 際 用 ヒ タ ノ カ●伊 人Vallebona

(1930)完 成 シ タ ノ ガ蘭 人Ziedesノ 臨 抹 的 二普 及 サt

タ ノガ濁 人Bartelink(1933)及 ピChaou1&Grossm

ann(1935)カ'デ アル 。 其 ノ原 理 ノ・「レ ソ トゲ ソ」管 球 ヲ

撮 映 時 間 中 二乾 板 面 二卒 行 ニー 定 ・方面 二 移 動 サ セ

同 時 二乾 板 モ管 球 ト逆 ノ方 向 二ZF行 移 動 ヲ 行 フ斯 ウ

シ テ 出來 上 ツ タ鳥 眞 ノ・照 黙 面 ノ物 盟 ノ暗 影 ダ ケ ノ・全

ク動 カナ イガ其 ノ他 ノ高 サ ノ物 盤 ノ・次 々ニ ズ レテ爲

ル タ メ全 骸 トシテ照 黙 面 ノ物 髄 ダ ケ ガ 明 瞭 二 窺 リ他

ノ部 分 ハ総 テ ボ ケ テ シマ フ、此 ノ管 球 ト乾 板 面 ヲ同時

予 旨 〃動 力冬爲 ニ ノ・色 々 ノ考 案 が アタ ガ 管球 ノ移 動
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距離 が長 ケ レバ長 イ程 照貼 以 外 ノ面 上 ノ諸 鮎 ノ影 像

バー暦 不 明 瞭 ニナ ル、 最 近GrossmannトChaoulノ

考案 ジタ モ ノ ハ簡 輩 デ 管球 ノ・圓 ノ弧 ノ上 ヲ移 動 スル

檬 ニ ナ ツ テ居 ル 、帥 水 準 軸 ノ周 リニ同 轄 スル 準 衝 棒 ヲ

ッヶ ソノ上端 二管球 ヲ ツケ 下端 二 乾 板 ヲ支 持 シタ モ

ノデ此 ノ雨 者 ノ中央 カ ラ下 二 奇 ツ テ撮 映 物 ヲ 置 グ垂

ヲ設 ケ乾 板 二・・Potter-Buckyノ 格 子 ヲ備 ヘ テ アル 。

管球 ノ・多 少 上 下 二移 動 出來 照 黙 面 ヲ 適 當 二 定 メ ル 様

ニナ ツ テ居 ル、撮 映 前 二患 者 二深 吸 入 ヲ命 ジ テ其 ノ時

ノ胸 部 ノ厚 サ ヲ測 リ管球 ト所 期 ノZF面 ト ノ 距 離 ヲ計

算 スル。 理論 上 ノ・何 塵 二面 ヲ定 メ テ モ 良 イ 謬 デ アル

カ.Chaoulノ ・大 盤 系統 的 二三 ツ ノ面 ヲ定 メ ル ノカ●良

イ トシ テ居 ル。 自P1)胸 骨 カ ラ5-6cm内 部 ノ腹 面 、

2)胸 骨 ト背 ノ中間 ノ中央 面(此 ノ部 ガ肺 門 二當 ル)、

背 カラ5--6cm内 部 ノ背面、此 ノ三面 ヲ撮映 ・yテ大膣

ノ見當 ヲツケ必 要 がア レバ此 ノ問 ヲ更 二細 ク切 ツテ

撮映 スル、露 出時間ノ・一般 二1秒 デアル、多少長ス ギ

ル様 二思 ノ・し・ル カモ知 レナイガ之 レ・位 ガ最 モ良 イ、臨

肱上 ノ慮用 トシテ最 モ 興味 アル事 ノ・此 ノ窮眞 二肋骨

ノ影像 ガ全 クナイ照鮎面 ヲ肺 門 二定 メ ル ト氣管枝/

分岐状態 ト血管網 ヲ容易 二認 メ得 ル、本 法 ニヨツテ肋

膜 ノ癒 著部 ヲ定メ試験的肋膜腔切 開 ノ必要 ヲ無 クヌ

ル事 ガ出來ル。最 モ有数 ナ ノ・・腔胴 ノ存在 ヲ確 メ ソ

ノ位置及 ビ大 サ ヲ確定 ス ル 事 デアル。肺 内部 ノ局部

的攣化 ヲ斯 クモ詳細 二知ル事 ・・外科手術施行 二際 シ

テモ非常 ナ便利 ヲ與 へ合理的治療 ヲ可能 ナ ラ シ メル

モ ノデァル。(傳 研 中山抄)

會報並呂雑報

〇八月中新入會者

亀 山 良 一 栃木縣足利市大門通

松 田 心 一 水戸市仲町四九〇茨城縣健康相談

所

鈴 木 俊 男 函館市堀川町六三函館濟生病院内

森 良 雄 輻岡市九州帝國大學署學部細菌學

敏室

O結 核第十五巻第七號追記

原著。有 馬頼吉、青 山敬二、 他十二名。 「A.0」 ヲ以

テセル結核豫防 ノ實績(第 三報)ハ 特別掲 載 二就 キ追

記 ス 。




